
 

  

 

「令和７年度小笠東小学校教育活動のスタート」 

 

長い教員生活を送っていても、毎年、始業式は緊張します。子供たちも、希望と夢を抱き、緊張し

て登校してきたのではないでしょうか。 

昨年度末からどんな学校にしたいのか、そのためにどんなことに取り組んでいくのかについて、全

職員で話し合ってきました。 

学校は楽しい場所です。できることを増やす場所です。学びの中で、生活の中で、自分の思いに向

かって挑戦をする場所です。 

今年は、「子供たちの思い」を大切にし、その思いに向かって「挑戦しよう」とする子を育ててい

く学校にしたいです。しかし、思いや目標をもって挑戦しても、必ず成功することばかりではないで

しょう。1回の挑戦でできる子もいれば、何十回の挑戦で成功する子もいるでしょう。失敗したからこ

そわかる、大事なこともあるでしょう。私たち職員、そして、周りの子は、挑戦する人を応援し、心

のチャンピオンとして広めていきます。 

今年も、可能な限り「小笠東小ニュース」に子供たちの取組を掲載していきます。写真を見なが

ら、お子さんの挑戦をほめてあげてください。自己肯定感は、認め、励ますことで高まります。 

保護者の皆様、地域の皆様、本年度も御協力をお願いします。 

※自己肯定感とは 

ありのままの自分を肯定する感覚であり、自分自身を他人と比較せずに受け入れ、尊重すること

を指します。自己肯定感が高いと、新しいことに挑戦し、物事を前進させる力が生まれるとされて

います。 

～始業式で子供たちに伝えたこと～ 

 

 

 

 

重点目標「思いをもち 挑戦しよう」   令和７年４月８日 

心のチャンピオン 
小笠東小学校 

学校だより ４月号 



 

     


